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地方都市の百貨店跡地活用施設における 

活動実態と利用者の認識 

-広島県福山市 iti SETOUCHIを対象として- 

5223D026 信野翔満＊ 

 
かつては多くの人にとって「憧れの施設」であった百貨店が，全国各地で閉店が続く状態となっており，

その跡地活用が課題となっている．本研究は，百貨店跡地事例の中でも複数の業態変化を繰り返した後に

現在は 1 階部分のみ活用している広島県福山市の iti SETOUCHI における文献・ヒアリング調査から開業前

後の経緯を把握し，インタビュー調査より現在の活動実態，アンケート調査より利用者の認識について把

握した．その結果，開業にあたっては，行政と民間で共通認識をとり官民双方が役割を分担して効率的な

まちづくりを目指して実現された点，実際の活動においては百貨店という消費の場から主体的に活動を行

う場所へと変化し，新たな人とのつながりを生み出す場となっている点，百貨店時代を中心に過去の施設

での経験や記憶の違いが来訪者の現在の施設に対する認識の違いをもたらす点を明らかにした． 
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1．はじめに 
 
(1) 研究の背景 

 かつての百貨店は商業・文化の集積地として栄え，

まちの中心地的な存在であると共に，多くの人々に

とって「憧れの施設」としても認知されていた 1)．

しかし，現在ではモータリゼーションの進展や郊外

大型商業施設の立地，インターネット小売業の普及

などを背景に，売り上げは減少傾向，閉店数は増加

傾向にある 2)．  
しかし，百貨店の多くが中心市街地に位置してい

ると同時に，その建物自体は大規模なものが多いた

め，その跡地の利活用はまちづくりの観点から極め

て重要な課題であると言える．そして，一部の百貨

店跡地については市町村がその建物を買い取り，公

共施設として運営する例 3)も散見される．こうした

公共施設の維持管理には民間資金や経営・技術的能

力を活用する官民連携が進められており，今後も同

様の跡地活用が増加すると考えられる． 
こうした状況の中，本研究の対象地でもある広島

県福山市にある iti SETOUCHI は 1992 年に建てられ

た地下 2 階，地上 9 階建ての百貨店跡地を官民連携

事業によって 2022 年に 1 階部分だけリノベーショ

ンして開業した複合施設である．3 度の事業主体の

変更を経たこの施設では，「屋根のある公園」をテー

マに，全体床面積の半分以上をパブリックスペース

として開放していることに加え，仮設的で可変性の

ある什器を備えており，市民の能動的な関わりを誘

発することを意図している 4)．そのため，この施設

がかつての商業をはじめとする消費の場から，新た

なまちづくりの担い手の創出の場となっていること

がうかがえ，百貨店の新たな跡地活用の可能性を示

す事例であると考えられる． 
 また，かつて百貨店は「ハレの日」に家族で出か

ける場所でもあったため，その場所には多くの特別

な思い出が集積しており，地域にとっても特別な場

所であるといえる．そのため百貨店の跡地活用にお

いては，その場所性を重視することで，地域の象徴

の場としての機能を維持，活用することが重要であ

ると考えられる． 
 

(2) 研究の目的  

以上のような背景を踏まえ，本研究では「百貨店

跡地利用として 1 階部分のみを再生する」という新

たな形で百貨店再生を行っている事例として，元百

貨店でその後複数の業態変化を経て現在の状態に至

った iti SETOUCHI（以降，iti）を対象に，以下の 3 
点を把握する．(1)開業に至った経緯とまちづくりに

おける位置づけ，(2)開業から 2 年が経った現在の

出店者等の活動実態や来訪者の利用状況．(3)来訪者



の百貨店時代をはじめとする過去のこの施設に対す

る記憶と現在の関わりの関係．以上より，まちづく

りにおける iti の位置づけと，出店者や来訪者の両面

から当該施設の利用実態を明らかにすることを目的

とする．その上で過去の施設における記憶との比較

を通して，百貨店の場所性を活かした跡地利用の在

り方についての知見を得ることが本研究の独自性お

よび意義である. 
 
(3) 既存研究の整理  
本研究に関連する既存研究として，a)大型店の跡

地利用に関する研究，b)公共空間での活動に関する

研究，c)まちづくりの担い手に関する研究，d)特定の

場所に対する認識・想いに関する研究がある． 
a) 大型店の跡地利用に関する研究 

 大型店の撤退後の状況について，都市特性との関

連や網羅的に調査しているもの 5)～7)が多く，地方都

市においては跡地の商業利用としての困難さ 7)や，

行政をはじめとした組織間の連携の重要性を指摘す

るもの 8)が見受けられた． 
b) 公共空間での活動に関する研究 

 市民の利用状況や設置される仮設物に着目をして

調査を行い，市民を巻き込むことの重要性や仮設物

の有用性を指摘するものなど 9)～10)が見受けられた． 
c) まちづくりの担い手に関する研究 

 担い手同士の関係が連鎖的に他の担い手にも影響

を与えていることを指摘するもの 11)や，活動への参

加動機によって担う役割が規定することを明らかに

したもの 12)などがある． 
d) 特定の場所に対する認識・想いに関する研究 

 復興祈念公園に関する来訪者の認識に迫ったもの
13)～14)や過去の思い出と現在の志向との関係に着目

をして調査を行っているもの 15)が見受けられた． 
 
(4) 研究の位置づけ 

既存研究では，百貨店をはじめとする大型店の跡

地活用の実態について，網羅的な視点から明らかに

するものは見られるが，個別具体の施設における活

動実態や来訪者の認識に迫ったものは管見の限り見

当たらない．そのため，本研究では，現在の百貨店

跡地で行われている具体的な活動に着目すると共に，

来訪者の百貨店をはじめとする過去の施設との関わ

りや認識を明らかにする点に新規性があるといえる． 

 

(5) 研究の方法 

 本研究の流れを図１に示す．まず対象地の概要を

整理する．そして，対象地の跡地活用の経緯や，ま

ちづくり全体における位置づけ，開業前後の経緯を

行政担当者および運営事業者へのヒアリングから把

握する．次に，常設店舗やマルシェ等への出店など，

この場所で活動を行う者に対してインタビュー調査

を行うことで，現在の対象地での活動実態等を明ら

かにする．さらに，対象地への来訪者を対象とした

アンケート調査を行い，過去から現在で変化してき

た施設の利用実態と過去の百貨店での思い出を把握

する．これらの調査結果より，出店者等の活動を行

う者と来訪者の両面から施設の利用実態を明らかに

すると共に，過去と現在の利用実態を比較すること

で，百貨店が持つ場所性や，その跡地利用の新たな

可能性について考察を行う． 
 
2． 研究対象の概要 

 

(1) 広島県福山市の概要  

対象地である iti が立地している広島県福山市は，

広島県最東端に位置する人口約 45.6 万人 16)の地方

都市で，現在の中心市街地は城下町から発展した長

い歴史を有すると共に，1949 年から 1972 年にかけ

て行われた戦災復興事業によって大規模な整備が行

われた． 

 

(2) iti SETOUCHI の概要 

 現在の iti は 1992 年に百貨店「福山そごう」とし

て開業したが，バブル崩壊後の消費低迷や高価格の

イメージが影響するなどして，2000 年に閉店した．

その後，建物と土地は福山市の所有となり，地元百

貨店の天満屋に貸与する形で「福山ロッツ」として

2003 年に再開業したが、テナント減少や赤字が続き

2013 年に閉店．以降は別会社が運営を引き継ぎ「エ

フピコ Rim」として公共施設と商業施設を併設した

官民複合型施設として再オープンしたが，設備老朽

化などを理由に 2020 年に閉館した． 
こうした経緯の中で，iti は，「みんなの希望をつく

図１ 本研究の流れ 
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る場所」をコンセプトに掲げ，建物 1 階部分，約

5,140m2 をリノベーションし，2022 年 9 月にオープ

ンした．2025 年 1 月時点で，常設店舗には飲食店や

物販店に加え，約 20 社のオフィスが入居している．

テナントだけでなく，コワーキングスペースやミー

ティングスペース，シェアキッチンなども設置され，

仕事や交流の場として活用されている．加えて，館

内の約 50％はテナント等が入っていないパブリッ

クスペースで，地域住民が自由に利用できる場を提

供しており，そのパブリックスペースを中心に朝市

などのマルシェ形式のイベントが定期的に開催され

ている．また，館内に DIY スタジオが入居しており，

什器や屋台を自作して設置している．他にも，館内

には福山の産業廃材を活用したものも設置物として

使用されており，地域の歴史や産業を新しい形で継

承している点が特徴であるといえる．そして，施設

の役割として，周辺地域への波及効果を期待されて

おり，活動を外部空間にまで展開することを意図し

て，外部の公開空地を占用利用するために，内部空

間の一部と換地を行い，内部空間に道路空間が存在

している． 
 
3． iti SETOUCHIの位置づけと開業前後の経緯 

 
本章では，対象地である iti が位置する福山市中心

市街地におけるまちづくりの展開プロセスと，iti 開
業前後の経緯を把握することで，福山市のまちづく

りにおける iti の位置づけを明らかにする．なお，調

査については福山市のホームページなどによる文献

調査と行政担当者および iti の運営事業者である福

山電業株式会社へのヒアリング調査を行った（表 1）．  
 

(1)  福山市中心部のまちづくりの展開プロセス   

 文献調査より，福山市中心部におけるまちづくり

は 2016 年以降本格的に進められ，そのプロセスを

「計画・構想」，「そごう跡地活用」，「まちづくり人

材育成」，「空間整備」の 4 つに大別し，その流れに

ついて示す．まず，「計画・構想」では，2017 年の福

山駅前再生協議会を皮切りに，再生フォーラムやデ

ザイン会議が開催され，駅前再生ビジョン策定や公

共空間活用の議論が進められた．「そごう跡地活用」

では，2020 年のリム福山閉店後，プロポーザルと改

装工事が迅速に進み，2022 年に iti が開業した．「ま

ちづくり人材育成」では，地域を動かすプレイヤー

の育成や官民連携を促進するための議論の場が提供

された．また，「空間整備」に関しては，iti 開業に先

行して，中央公園の Park-PFI 事業や駅前広場再開発

に向けた実証実験も行われた． 

より具体的な詳細を把握するために行ったヒアリ

ング調査では，駅前再生を公約に掲げた市長の下で

計画が進行し，その中でも事業性とまちづくりを両

立させ，エリア全体の価値を高めることを重視して

いることが把握された．また，各種協議会やデザイ

ン会議などといった，全体計画に関わる部分の議論

とまちづくりプレイヤーの発掘と人材育成を同時に

進めていくことで，行政と民間で共通認識をとり，

双方が役割を分担して効率的なまちづくりが実現し

ていることが明らかとなった． 
 
(2) iti SETOUCHI 開業前後の経緯  

 ヒアリング調査から得られた，iti 開業前後の経緯

を行政の視点，運営事業者の視点に分けて述べる． 
a) 行政視点での開業前後の経緯 

iti開業に際した運営事業者選定のプロポーザルに

あたっては，2017 年以降進んでいた福山駅前再生の

流れを止めないためにスピード感を持った再生かつ

これまでの施設での経験から，最小限の投資で地域

内経済を循環させていく仕組みづくりを重視した結

果，1 階部分のみの活用[1]となった．  

図 2 iti SETOUCHI の位置 

 

表 1 ヒアリング調査の概要 

 

図 3 iti SETOUCHI 館内の様子 



b) 運営事業者視点での開業前後の経緯 

運営事業者である福山電業株式会社は，行政の主

催するフォーラム等への参加を通じて，まちに対す

る危機感から当事者意識が芽生え，中央公園の Park-
PFI 事業やリム福山再生事業に参画することとなっ

た．2022 年 4 月から 9 月のプレオープン期には実際

の工事現場の見学や，什器を市民自らがつくるコン

テンツを提供し，場所に市民自らが能動的にかかわ

るという意識づけの面でも市民に影響を与えるきっ

かけになったといえる．本開業後は、駐車場収益・

オフィス等のテナント収益を中心とした安定収入を

確保しつつ，イベントの開催などの取り組みを行っ

ている．施設の運営にあたっては「ローカルの価値

の最大化」を掲げており，福山を中心に周辺地域の

人と接点を作り関係人口を増やす取り組みを進めて

いる．その例として，館内のパブリックスペースを

活用し，ポップアップでの出店など多様な挑戦を受

け入れ，地域性を重要視し，住民も含めた協働の場

を創出することでまちづくりの新たな担い手の創出

を重視していることがうかがえる． 
以上より，iti は，百貨店時代のような消費の場で

はなく，市民が能動的に活動を行うことができる地

域の拠点となっているといえる． 
 

4．iti SETOUCHIでの活動実態  

  

 本章では iti 内で活動を行う団体や，出店者等に半

構造化インタビューを行いその活動実態を把握する．

iti で常設店舗を持つ，あるいは定期的な出店などの

活動を行っている団体・個人をインタビュー対象者

として選定し，活動のきっかけや，iti での活動を始

めてからの変化についてなどを質問した(表 2)． 

 
（1）iti SETOUCHI での活動のきっかけ 

 インタビュー調査で得られた iti で活動を始めた

きっかけについて述べる（表 3）． 
 活動のきっかけについて，運営事業者等からの誘

いによって始めた人や知り合いから iti を紹介され

た人が 9 名（C・E・F・G・I・J・K・L・N）．また，

A のように iti を有効活用したいと思い活動を始め

た人や，運営事業者と関わる中で自然と活動が始ま

っていくことになった人（B・M）もいた．以上より，

活動のきっかけには「自発的な動機」と「外部から

の働きかけ」の双方が複合的に絡み合っていること

が明らかとなった． 
 
（2）iti SETOUCHI での活動開始後の変化 

 表 3 より各出店者・活動者の iti での活動開始後の

変化について，主に①個人的な人とのつながりの増

加(A・C・G・H・I・L・M），②事業・活動の展開(B・
D・E・F・G・I・J・L・M・N)があげられ，iti での

活動を通じて，仕事面・個人的な人のつながりの面

の両面から新たなネットワークの形成につながった

こともうかがえる．インタビュー対象者の iti への関

わりは本業・副業問わず仕事として関わることが多

い一方で，新たに生まれたつながりに関しては，仕

事に関係するものだけでなく，個人的なつながりが

多いことが明らかとなった．この点より，iti での活

動が単に仕事の場として機能するだけでなく，個人

の生活を豊かにするものとなっており，活動を行う

人の多様な目的や背景が iti という場所で相互作用

を起こして，それぞれの事業・生活に影響を与えて

いることがうかがえる． 
 
（3）活動者による iti SETOUCHI への認識 

 本節では，半構造化インタビューの過程で得られ

た発言より，各対象者の活動・iti SETOUCHI・まち 
に対する想いに対する発言を抽出し，iti での活動に

おける考えを明らかにすると共に，iti の特徴に言及

している発言を抽出し，その場所としての特徴を明

らかにする．なお，発言の抽出，分析に際しては各 

表 2 インタビュー調査の概要 

表 3 インタビュー調査の結果 

 



  
図 4 インタビューから得られた想いの要素 



発言のコーディングを行い [2]，その後，生成された

各カテゴリーに分類された発言を集計し，KJ 法の形

式でその関係性を示す．  
a) インタビューから得られた想いの要素 

 インタビューから得られた，活動・iti SETOUCHI・
まちに対する想いについて，まず上記のコーディン

グ方法によって発言総数 89 個，計 12 個のコードが

生成された．その関係性を図 4 に示す． 
活動に際して，自らが楽しむ，生きがいを感じる

「自己実現」を目指しながら iti に関わる中で「当事

者意識」や「次世代」に引き継ぎたいといった想い

が芽生え，地域の一員としての意識が深まっている．

また，それらの想いから一緒に活動をしていく仲間

を増やす等の「巻き込み」につながっている．一方，

活動を通して感じている iti に対する「課題感・要望」

や「感謝」，個人の活動のモチベーションとなってい

る「挑戦」などをはじめとする様々な想いがこうし

た「当事者意識」につながり，活動の持続可能性を

高めていく土台となっていると考えられる． 
すなわち，iti での活動を通して個人の想いが次世

代や地域社会に対する当事者意識につながり地域を

活性化する流れが生まれていると言える．このこと

より，iti は，個人と地域をつなぎ，新たな活動を生

みだすハブ的な役割を果たす場所となっていること

が明らかとなった． 
b) インタビューから得られた場所の特徴 

 インタビューから得られた，iti の場所の特徴につ

いて，まず，コーディングでは発言総数 28 個，計 7

図 5 インタビューから得られた iti SETOUCHI の特徴 



個のコードが生成された．それらのコードを iti に関

わる人の「人間的特徴」と施設自体の「空間的特徴」

の 2 つに大別した(図 5)． 
図 5 より，まず「人間的特徴」については，iti 自

体が「新たな人とのつながりの創出」の場であるだ

けでなく，継続的な活動の機会があるため，そのつ

ながりを維持する場となっている．結果として iti に
来れば知っている人に会えるなどといった，一定の

「界隈性」を有する場となっていることが明らかと

なった．そして，活動に対する意見などを柔軟に受

け入れ取り組んでくれる「柔軟な運営」がそれらの

活動の基盤となっていることがあげられた．すなわ

ち，運営者や常設のオフィス・店舗があることで，

常にその場にいる人がいる状況があると同時に，

様々な催しを通して新たな人を受け入れ，その人た

ちと直接同じ活動をするわけではないにしても顔を

合わせ自身の活動を行っていくための土壌が育まれ

ていることが特徴といえる． 
そして，iti が持つ「空間的な特徴」については，

マルシェなどのイベントが天候に左右されない「屋

内」で開催できる点や，大規模な駐車場を併設して

いる「設備等の利点」といった施設内の特徴がある．

加えて，元百貨店の建物である場所の「シンボル性」，

駅周辺にあるという「立地」の面といった施設外の

空間的特徴があげられた． 
これらのことより，活動を行う主体から捉えた iti 

の特徴は，誰でも受け入れられる人的・空間的環境

が整っていると共に，利便性と象徴性を兼ね備えた

空間となっていることが明らかとなった． 
 

5．iti SETOUCHI来訪者の特性と認識 

 

（1）アンケート調査の概要 

本章では iti への来訪者を対象に，かつての福山そ

ごう時代から現在の iti における印象等についてア

ンケート調査を行い，その利用実態を把握すると同

時に，過去のこの施設と現在のかかわり方の関係を

明らかにする（表 4）． 
 

（2）アンケート集計結果 
 アンケートの結果を表 5 に示す．アンケートの回

答者属性としては，女性が約 70%を占め，年代別で

は 50 代を中心に各世代に分布している．居住地は

80%以上が福山市に居住している．来訪手段として

は，自家用車が多く，幅広い地域からの来訪者がい

ることがうかがえる．表 5 より，来訪頻度について

は各時代において大きく差がない一方で，来訪目的

について，そごう時代は「食品・日用品購入」，「贈

答品購入」が多く選択されていたのに対して，ロッ

ツ時代，リム時代については「贈答品購入」が大き

く減っていることが分かると同時に，「イベント参加」

が徐々に増えてきている．そして，iti では，多くが

「イベント参加」を選択していることから場所とし

表 4 アンケート調査の概要 

表 5 アンケート調査の単純集計結果[2] 

 



てのかかわり方が iti になって以降，大きく変容して

きているといえる．また，場所のイメージについて

も iti 以前の時代は「買い物を楽しむ場所」が多く選

択されていた一方で，iti では，「文化芸術を味わう場

所」，「自由に過ごせる場所」，「よくわからない場所」

となっており，場所の価値が変容している一方で「よ

くわからない場所」も多く選ばれている．  
 
（3）iti SETOUCHI 来訪者の特性 

 本節では iti 来訪者の特性を把握するために，現在

の iti とのかかわり方に関する設問（来訪頻度・目的・

満足度・印象）および，年齢に対する回答を基に ward
法による階層型クラスター分析を行い，表 6 に示す

5 つの類型を得られた．各回答の特化係数[3]の結果か

ら，それぞれの類型の特徴を以下のように解釈した． 
CL1：あまり来ない・駐車場として利用する高年齢

層の類型  
CL2：定期的な買い物やイベントを中心として利用

する類型 
CL3：職場として利用する類型 
CL4：イベントを中心に家族や友人とお出かけの場

所として利用する類型 
CL5：勉強の場として利用する学生の類型 
各クラスターの iti に対する自由記述の回答を見

ると，CL1 では来訪目的となる店舗がないことを指

摘するなど，課題点についての記述が多く見られた． 
CL2 ではマルシェ等のイベントの具体的な体験や，

それらのイベントの継続を要望する記述が見られ，

CL3 では仕事の場としての新たな人のつながりを感

じるなどといった記述が見られ，CL4 ではイベント

の種類が多く現状に満足している意見が見られるが，

駐車場の狭さなどの課題を指摘する記述も見られた．

CL5 では勉強の場としての施設の充実や，学生なら

ではの遊び場を要望する記述が見られた．以上より，

iti の来訪者の特性としては，職場や勉強の場といっ

た明確な目的をもって来訪し満足する人，イベント

などの定期的な利用をする人，そして駐車場として

の一時利用や iti に対するイメージを持てていない

人がいることが明らかとなった． 
 
（4）来訪者の認識による過去の施設との比較 

 本節ではアンケートの結果より，来訪者の認識に

よる過去の施設と iti との比較を行う． 
 まず，過去の施設と iti についてそれぞれ正規化エ

ントロピーとシンプソン指数を用いて比較を行い[5]，

その結果を 表 7 に示す．これより，福山そごうと福

山ロッツは来訪目的・イメージともに正規化エント

ロピーが低く，シンプソン係数が高いことから，商

表 6 クラスター分析の結果 

*表の数字は度数．赤色は特化係数 1.5 以上，青色は 0.5 以下を示す． 

表 7 来訪目的・イメージの多様度 

表 8 各時代の満足度の比較[6] 

*表の数字は度数．赤色は調整済み残差 2.0 以上，青色は-2.0 以下を示す． 



業施設としての単一的な役割が強いことが分かった．

一方，リム福山と iti は来訪目的・イメージともに正

規化エントロピーが高く，シンプソン係数が低いこ

とから，多様な来訪目的・イメージを持ち、特に iti
はそのイメージも多様であることが分かる． 
 次に，iti における満足度と各時代の満足度につい

て，「とても満足・やや満足」を「満足」，「とても不

満・やや不満」を「不満」として，集計した．その

結果，iti と各時代とのクロス集計にカイ二乗検定を

適用するとそれぞれの p 値が 0.01 未満となり，有意

な関係が見いだせた（表 8）．それぞれのクラメール

の連関係数を算出すると，そごう=0.276，ロッツ

=0.310，リム=0.419 となり，それぞれ中程度の関連

があることが分かる．これより，そごうに対する満

足度が高い人々は，itiに満足していない傾向があり，

一方，リム福山と iti の満足度は比例している傾向が

あると言える．すなわち，過去の施設への評価が現

在の評価に大きく影響していることが示唆された．  
 そして，各時代の各施設の印象・思い出について

自由記述から得られた回答を基に共起ネットワーク

図を作成する．各共起ネットワークから得られた，

主な共起関係とそこから考えられるキーワードをま

とめたものを表 9 に示す．表 9 より，福山そごう時

代は，正面玄関のからくり時計が象徴的で、デパー

トの象徴性と特別感がある場所と認識されていたこ

とが分かる．その後，福山ロッツでは，若者向けの

カジュアルさを感じる場所へと変容した一方で，物

足りなさも感じさせる場所になったことがうかがえ，

リム福山では，より日常的な場所へと変容し，百貨

店の特別感のある場所から形態が変わるにつれ日常

的な場へと変化していった．そして，iti は，これま

での施設と大きく変容し，イベントも多く開催され

るようになったことから，新鮮さを感じるようにな

った一方で，日常的な利用者の増加が今後の課題と

なってくると考えられる． 
以上より当初は来訪目的とイメージが単一的で，

商業施設の役割が強かった施設が業態転換を重ねる

中で多様な来訪目的とイメージを抱くような場所へ

変容し，iti ではそのイメージの多様性が顕著である

ことが明らかとなった．そして，福山そごうから iti
に至るまでの施設の印象と役割が時代と共に変化し

ていると共に過去の施設への評価やイメージが現在

の評価に影響を与えていることが明らかとなった． 
 

6．結論  

 

（1）研究の成果 

本研究では百貨店の跡地活用を行っている iti 

SETOUCHI を対象に，開業前後の経緯，そこでの活

動実態と来訪者の認識を明らかにした．  
結果として，iti 開業にあたっては，単なる施設の

リニューアルではなく，行政と民間で共通認識をと

り，人材育成など，官民双方が役割を分担して効率

的なまちづくりを目指して実現された点を把握した

（3 章）．活動実態に関しては，元百貨店というシン

ボル性をはじめとする場所の特徴と，活動者同士の

新たな人とのつながりを生み既存の商業中心から，

人中心の場へと変容し，活用者同士のネットワーク

形成促進の「ハブ」としての役割を有していること

が明らかとなった（4 章）．また，時代と共に施設自

体の役割やイメージが多様になっている一方で， 過
去の施設への評価やイメージが iti の現在の評価に

影響を与えていることが明らかとなった（5 章）． 
 
（2）考察 

 以上の成果を踏まえ，場所性を活かした百貨店の

跡地活用の在り方について考察したい．本研究の対

象地である福山そごうは華やかな空間であり「特別

な体験を生む場所」として認知され，個人にとって

買い物等の経験を通じて意味づけられてきた場所性

を獲得してきたと考えられる．そうした場所性は業

態転換の中で失われていったかもしれないが，当時

の象徴性は建物が残ることで人びとの記憶の中に残

ってきたと考えられる．そして，現在の iti ではイベ

ント等を通じて新たな人と出会う場所や，自らが能

動的に活動できる場となっており，個々人が場所に

自分自身で関与し，作ることができる場といえる．

百貨店という都市の記憶が集積された場所で，多様

な経験を持つかつての来訪者と現在積極的に活用し

ている層が交わり新たな活動を生み出すことで，こ

の場所がレルフ 17)の主張する「意識的で本物の場所

づくり」が行われる場になりうる可能性があるので

はないだろうか． 
  
（3）今後の展望 

今後の展望としては，iti 自体が 2025 年時点で開

表 9 共起ネットワークの結果と代表的な自由記述 

 

 



業 3 年目であることを踏まえ，その活動実態や利用

者の認識を継続的に観察し，その変化を捉えること

が重要である．加えて，まち全体への波及効果等に

ついて長期的，多角的な視点で施設の評価を行うこ

とで他地域への事例の適用可能性について新たな示

唆を得ることができると考える． 
 
＜補注＞ 

[1] 活用案としては 4 案あげられており，それぞれ商業

縮小を行い，市内公共機能集約，オフィスに転換す

る従来型施設一括整備案，既存建築物を解体撤去し

土地を民間事業者に売却する解体売却案，一部分の

み改修を行い，他を閉鎖，段階的に更新する閉鎖リ

ノベーション案，需要を考慮し必要最低限の規模に

減築・回収する減築リノベーション案があった． 

[2] 方法としてはインタビューデータを読み込み，帰納

的アプローチにより発言ごとにオープンコーディン

グを行い，その後より抽象度の高い概念的カテゴリ

ーにまとめる作業を順次行った．各コーディングに

関しては発言ごとに集計しているため，1 人のイン

タビュー対象者から同じコーディングであっても複

数の発言を得ることを認めた． 

[3] 「同伴者」は複数選択，「来訪目的」・「場所のイメー

ジ」は 3 つを上限として複数選択を可能とした． 

[4] 表 6 において特化係数が，1.5 以上を示すものを赤

く，0.5 以下を示すものを青く示している．ただし，

期待度数が 1 以下のものは除外した． 

[5] 正規化エントロピーは，各施設における来訪目的や

来訪イメージの多様性を示し，シンプソン指数は特

定の項目への集中度を測る指標であり，値が低いほ

ど分布が均等であることを意味する．なお，算出に

当たっては「来訪目的」については「訪れたことが

ない」を除外，「イメージ」については，「よくわか

らない場所・訪れたことがない」を除外した． 
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